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は
じ
め
に

　

郵
政
歴
史
文
化
研
究
会
第
五
分
科
会
に
所
属
す
る
筆
者
は
、
逓
信
総
合
博
物
館
時
代

に
調
査
の
過
程
で
一
覧
し
た
「
道
中
宿
場
調
」
に
つ
い
て
、
か
ね
て
よ
り
作
成
の
意
図

に
つ
い
て
懸
案
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
資
料
は
、
東
海
道
図
と
中
山
道
図
か
ら
な
る
。

東
海
道
図
は
街
道
絵
図
で
あ
り
、
一
方
、
中
山
道
図
は
武
蔵
国
の
一
部
の
宿
場
の
宿
並

絵
図
に
な
り
、
両
者
に
は
一
貫
性
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
改
め
て
資
料

調
査
を
行
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
作
成
さ
れ
た
の
か
検
討
を
試
み
た
。

　

な
お
、
小
稿
で
は
、
他
の
中
山
道
絵
図
と
区
別
す
る
意
味
か
ら
「
中
山
道
宿
並
絵
図
」

と
呼
称
す
る
。

一
　
概
　
要

　

資
料
の
正
式
名
称
「
道
中
宿
場
調
」
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
絵
図
か
内
容
を
把
握
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
、
東
海
道
大
磯
宿
か
ら
三
島
宿
ま
で
の
街
道
絵

図
と
中
山
道
の
武
蔵
国
内
地
域
に
限
定
さ
れ
た
板
橋
宿
・
蕨
宿
・
大
宮
宿
・
上
尾
宿
・

桶
川
宿
・
熊
谷
宿
の
宿
並
絵
図
の
合
計
七
点
の
絵
図
か
ら
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
、
逓
信
総
合
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た
の
か
、
伝
来
な
ど
の
経
緯
を
記
し
た
記
録

等
が
な
い
た
め
、
出
所
は
も
と
よ
り
武
蔵
国
内
で
も
浦
和
宿
・
鴻
巣
宿
・
深
谷
宿
・
本

庄
宿
、
そ
し
て
上
野
国
以
遠
の
宿
場
が
何
故
含
ま
れ
て
い
な
い
か
な
ど
、
詳
ら
か
で
は

な
い
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
絵
図
は
、
作
図
形
式
が
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
一
見
す
る
と
目
的
を

一
に
し
て
い
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
特
に
東
海
道
絵
図
に
関
し
て
は
、
記
さ
れ

た
情
報
は
沿
道
の
社
寺
堂
宇
は
細
か
く
記
し
て
い
る
も
の
の
、
描
写
は
一
般
的
な
街
道

絵
図
に
す
ぎ
な
い
。
一
方
、
中
山
道
宿
並
絵
図
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
推
定
で
き
る

情
報
が
見
い
だ
せ
る
。
そ
の
た
め
逓
信
博
に
収
蔵
さ
れ
た
段
階
で
東
海
道
図
絵
図
が
加

わ
っ
て
い
た
の
か
、
一
連
の
表
題
の
な
い
街
道
絵
図
と
し
て
、
武
蔵
国
域
の
中
山
道
の

各
宿
を
描
い
た
街
道
絵
図
と
と
も
に
一
つ
の
資
料
群
と
し
た
の
か
詳
ら
か
で
は
な
い
。

た
だ
、
小
稿
の
結
論
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
「
道
中
宿
場
調
」
と
い
う
名
称
は
、
あ
な
が

ち
的
外
れ
で
は
な
く
適
切
な
名
称
と
い
え
る
。

　

小
稿
で
は
、
東
海
道
絵
図
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
検
討
か
ら
除
外
し
て
中
山
道
宿

並
図
を
中
心
に
見
て
い
く
。
こ
の
中
山
道
宿
並
絵
図
は
、
程
度
の
差
は
あ
れ
宿
内
の
様

子
が
詳
細
で
あ
り
、
あ
る
目
的
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

郵
政
博
物
館
に
お
け
る
資
料
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

紀
州
藩
七
里
役
に
お
け
る
参
覲
交
代
路
変
更
調
査

〜
『
道
中
宿
場
調
』
を
め
ぐ
っ
て
〜

 

杉
山　

正
司　
　
　
　

 

研
究
ノ
ー
ト
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【
資
料
名
称
】
道
中
宿
場
調

【
員
　
　
数
】 

七
点
（
内
訳
：「
中
山
道
宿
並
絵
図
」
板
橋
宿
・
蕨
宿
・
大
宮
宿
・
上

尾
宿
・
桶
川
宿
・
熊
谷
宿
／
「
東
海
道
絵
図
（
大
磯
宿
〜
三
島
宿
））

【
資
料
番
号
】  
Ｓ
Ｂ
Ａ
／
０
１
５
２（
固
定
資
産
番
号
：
Ａ
９
２
０
０
７
０
０
２
７
９
９
）

【
収
　
　
蔵
】 
郵
政
博
物
館
（
郵
政
博
物
館
資
料
セ
ン
タ
ー
）

【
法
　
　
量
】「
中
山
道
宿
並
絵
図
」

　
　
　
　
　
　

①
板
橋
宿　

 
縦
二
八
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×

 

横
一
九
七
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

②
蕨　

宿　

 

縦
二
七
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×

 

横
八
八
六
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

③
大
宮
宿　

 

縦
三
二
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×

 

横
八
三
七
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

④
上
尾
宿　

 

縦
二
七
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×

 
横
二
八
一
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

⑤
桶
川
宿　

 

縦
二
七
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×

 

横
四
一
六
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

⑥
熊
谷
宿　

 

縦
二
八
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×

 

横
一
八
七
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　
「
東
海
道
絵
図
」

　
　
　
　
　
　

⑦
大
磯
宿
〜
三
島
宿　

 

縦
二
四
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×

 

横
三
六
四
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

【
年
　
　
代
】
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
二
月

　
　
　
　
　
　

※
た
だ
し
、
⑦
を
除
く
。

二
　
絵
図
作
成
の
目
的

奥
書　

さ
て
資
料
群
は
、
あ
る
目
論
見
の
元
、
作
成
と
差
出
を
命
じ
ら
れ
た
絵
図
で
あ

る
こ
と
が
判
明
す
る
。
最
初
に
蕨
宿
並
絵
図
の
奥
書
の
記
載
に
注
目
し
た
い
【
図
１
】。

　
　

前
書
麁
絵
図
面
之
通
奉
書
上
候
処

　
　

相
違
無
御
座
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
口
五
郎
左
衛
門
御
代
官
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
道
蕨
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
屋
出
府
ニ
付
代

　
　

天
保
三
辰
年
二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
兵
衛
㊞

　
　
　
　

紀
州
様

　
　
　
　
　

御
七
里
御
役　
　

　
　
　
　
　
　
　

加
納
啓
三
郎
様

　
　
　
　
　
　
　

川
村
嘉
蔵
様

　

差
出
人
は
、
蕨
宿
問
屋
が
出
府
中
の
た
め
、
代
理
と
し
て
年
寄
の
平
兵
衛
と
源
兵
衛

と
な
っ
て
い
る
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
蕨
宿
の
問
屋
か
ら
紀
州
七
里
役
、
す
な

わ
ち
紀
州
徳
川
家
の
七
里
飛
脚
役
所
の
役
人
に
提
出
さ
れ
た
宿
並
絵
図
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　

し
か
も
「
天
保
三
年
辰
二
月
」
の
年
紀
は
、
大
宮
宿
・
上
尾
宿
に
も
あ
り
、
板
橋
宿
・

桶
川
宿
に
は
年
紀
は
な
い
も
の
の
「
辰
二
月
」
と
記
さ
れ
る
な
ど
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、

中
山
道
宿
並
絵
図
に
関
し
て
は
同
一
目
的
、
同
一
時
期
に
作
成
さ
れ
提
出
さ
れ
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。
熊
谷
宿
を
含
め
て
各
宿
の
問
屋
役
人
が
作
成
し
、
印
行
を
伴
う
と
い

う
共
通
性
も
指
摘
で
き
、
七
里
飛
脚
小
屋
（
役
所
）
に
提
出
さ
れ
た
絵
図
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

七
里
御
役　

奥
書
で
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が
「
七
里
御
役
」
で
あ
る
。
七
里
御
役
は
、

七
里
飛
脚
の
こ
と
で
あ
る
。
七
里
飛
脚
に
つ
い
て
は
、
藤
村
潤
一
郎
氏
の
研
究（
１
）が

知
ら
れ
て
お
り
、
小
項
で
は
改
め
て
詳
述
せ
ず
に
同
氏
の
研
究
に
導
か
れ
た
関
連
部
分

に
留
め
る
。

　

七
里
飛
脚
は
、「
七
里
之
者
」
と
も
呼
ば
れ
、
東
海
道
七
里
毎
の
宿
駅
に
駐
在
し
て

御
用
状
な
ど
の
宿
継
を
行
う
者
で
、
尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
の
御
三
家
、
松
江
藩
松
平
出
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羽
守
家
、
及
び
川
越
藩
松
平
大
和
守
家
に
限
ら
れ
る
と
い
う（
２
）。
こ
れ
に
加
え
て
越

前
福
井
藩
松
平
家
・
姫
路
藩
酒
井
家
・
津
山
松
平
家
・
松
山
藩
松
平
家
・
高
松
藩
松
平

家
に
も
置
か
れ
た
と
い
う（
３
）。

　

当
該
絵
図
は
、「
紀
州
様
御
七
里
御
役
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
紀
伊
徳
川
家
の
七
里

役
に
関
連
す
る
資
料
で
あ
る
。

　
『
南
紀
德
川
史
』
に
は
、「
七
里
之
者
」
が
「
職
制
（
職
掌
解
説
）」
の
項
目
に
収
載

さ
れ
て
、
次
の
と
お
り
の
記
載
が
あ
る
。

　
　
　

七
里
之
者　

元
御
飛
脚
の
者
と
称
す　

　
　
　
　
　
　
　
　

文
政
十
三
寅
十
二
月
廿
九
日
改
称

　

元
は
大
名
飛
脚
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
南
紀
德
川
史
』
に
は
続
け
て
、
通
常

は
御
用
状
の
宿
継
を
担
当
す
る
が
、
参
覲
交
代
の
御
供
は
勿
論
、
関
札
の
才
領
、
御
家

中
往
来
の
先
触
、
人
足
継
立
・
宿
泊
な
ど
道
中
に
関
す
る
用
務
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
飛
脚
用
務
よ
り
他
の
用
務
も
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
飛
脚
の
職
名
を
外
し
て
「
七

里
之
者
」
す
な
わ
ち
七
里
役
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
尾
張
藩
に
お
い
て
も
、
後
に
御

用
飛
脚
荷
の
宰
領
と
な
り
、
更
に
藩
主
の
参
覲
道
中
を
は
じ
め
、
藩
士
往
来
の
世
話
ま

で
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う（
４
）。

　

つ
ま
り
当
初
は
、
七
里
飛
脚
と
い
う
大
名
飛
脚
に
専
従
し
て
い
た
が
、
や
が
て
街
道

な
ど
の
通
行
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
参
覲
交
代
の
道
中
の
差
配
を
は
じ
め
、
一

行
の
休
泊
の
手
配
な
ど
の
任
務
へ
と
広
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

七
里
役
は
、『
南
紀
德
川
史
』
に
よ
れ
ば
、
東
海
道
筋
で
は
最
初
に
神
奈
川
宿
に
配

置
さ
れ
、
小
和
田
（
茅
ヶ
崎
市
）、
小
田
原
宿
、
箱
根
宿
、
沼
津
宿
、
由
井
宿
、
丸
子
宿
、

金
谷
宿
、
見
付
宿
、
新
井
宿
（
新
居
宿
）、
大
濱
宿
、
御
油
宿
、
宮
宿
な
ど
、
和
歌
山

迄
の
七
里
役
と
し
て
詰
め
る
「
七
里
小
屋
」
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
に
七
里
役
の
者
が
待

機
し
た
。『
東
海
道
宿
村
大
概
帳
』
に
は
、
神
奈
川
宿
で
は
、「
此
宿
内
紀
伊
殿
七
里
飛

脚
之
も
の
小
屋
壱
ヶ
所
有
之
」
と
あ
り
、
そ
の
他
配
置
さ
れ
た
宿
村
で
は
「
紀
伊
殿
飛

脚
小
屋
」
や
「
紀
伊
殿
七
里
之
も
の
継
小
屋
」、「
紀
伊
殿
七
里
飛
脚
小
屋
」
な
ど
と
記

さ
れ
て
い
る
。
神
奈
川
宿
の
七
里
小
屋
は
、
記
録
に
よ
れ
ば
「
紀
州
様
当
役
所
」
と
あ

り
、
小
屋
と
称
し
て
は
い
る
が
、
さ
な
が
ら
役
所
と
し
て
の
体
を
な
し
て
い
た
こ
と
が

【図1】②蕨宿奥書
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【
資
料
名
称
】
道
中
宿
場
調

【
員
　
　
数
】 

七
点
（
内
訳
：「
中
山
道
宿
並
絵
図
」
板
橋
宿
・
蕨
宿
・
大
宮
宿
・
上

尾
宿
・
桶
川
宿
・
熊
谷
宿
／
「
東
海
道
絵
図
（
大
磯
宿
〜
三
島
宿
））

【
資
料
番
号
】  

Ｓ
Ｂ
Ａ
／
０
１
５
２（
固
定
資
産
番
号
：
Ａ
９
２
０
０
７
０
０
２
７
９
９
）

【
収
　
　
蔵
】 

郵
政
博
物
館
（
郵
政
博
物
館
資
料
セ
ン
タ
ー
）

【
法
　
　
量
】「
中
山
道
宿
並
絵
図
」

　
　
　
　
　
　

①
板
橋
宿　

 

縦
二
八
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×

 

横
一
九
七
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

②
蕨　

宿　

 

縦
二
七
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×

 

横
八
八
六
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

③
大
宮
宿　

 

縦
三
二
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×

 

横
八
三
七
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

④
上
尾
宿　

 

縦
二
七
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×

 

横
二
八
一
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

⑤
桶
川
宿　

 

縦
二
七
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×

 

横
四
一
六
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

⑥
熊
谷
宿　

 

縦
二
八
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×

 

横
一
八
七
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　
「
東
海
道
絵
図
」

　
　
　
　
　
　

⑦
大
磯
宿
〜
三
島
宿　

 

縦
二
四
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×

 

横
三
六
四
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

【
年
　
　
代
】
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
二
月

　
　
　
　
　
　

※
た
だ
し
、
⑦
を
除
く
。

二
　
絵
図
作
成
の
目
的

奥
書　

さ
て
資
料
群
は
、
あ
る
目
論
見
の
元
、
作
成
と
差
出
を
命
じ
ら
れ
た
絵
図
で
あ

る
こ
と
が
判
明
す
る
。
最
初
に
蕨
宿
並
絵
図
の
奥
書
の
記
載
に
注
目
し
た
い
【
図
１
】。

　
　

前
書
麁
絵
図
面
之
通
奉
書
上
候
処

　
　

相
違
無
御
座
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
口
五
郎
左
衛
門
御
代
官
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
道
蕨
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
屋
出
府
ニ
付
代

　
　

天
保
三
辰
年
二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
兵
衛
㊞

　
　
　
　

紀
州
様

　
　
　
　
　

御
七
里
御
役　
　

　
　
　
　
　
　
　

加
納
啓
三
郎
様

　
　
　
　
　
　
　

川
村
嘉
蔵
様

　

差
出
人
は
、
蕨
宿
問
屋
が
出
府
中
の
た
め
、
代
理
と
し
て
年
寄
の
平
兵
衛
と
源
兵
衛

と
な
っ
て
い
る
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
蕨
宿
の
問
屋
か
ら
紀
州
七
里
役
、
す
な

わ
ち
紀
州
徳
川
家
の
七
里
飛
脚
役
所
の
役
人
に
提
出
さ
れ
た
宿
並
絵
図
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　

し
か
も
「
天
保
三
年
辰
二
月
」
の
年
紀
は
、
大
宮
宿
・
上
尾
宿
に
も
あ
り
、
板
橋
宿
・

桶
川
宿
に
は
年
紀
は
な
い
も
の
の
「
辰
二
月
」
と
記
さ
れ
る
な
ど
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、

中
山
道
宿
並
絵
図
に
関
し
て
は
同
一
目
的
、
同
一
時
期
に
作
成
さ
れ
提
出
さ
れ
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。
熊
谷
宿
を
含
め
て
各
宿
の
問
屋
役
人
が
作
成
し
、
印
行
を
伴
う
と
い

う
共
通
性
も
指
摘
で
き
、
七
里
飛
脚
小
屋
（
役
所
）
に
提
出
さ
れ
た
絵
図
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

七
里
御
役　

奥
書
で
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が
「
七
里
御
役
」
で
あ
る
。
七
里
御
役
は
、

七
里
飛
脚
の
こ
と
で
あ
る
。
七
里
飛
脚
に
つ
い
て
は
、
藤
村
潤
一
郎
氏
の
研
究（
１
）が

知
ら
れ
て
お
り
、
小
項
で
は
改
め
て
詳
述
せ
ず
に
同
氏
の
研
究
に
導
か
れ
た
関
連
部
分

に
留
め
る
。

　

七
里
飛
脚
は
、「
七
里
之
者
」
と
も
呼
ば
れ
、
東
海
道
七
里
毎
の
宿
駅
に
駐
在
し
て

御
用
状
な
ど
の
宿
継
を
行
う
者
で
、
尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
の
御
三
家
、
松
江
藩
松
平
出
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羽
守
家
、
及
び
川
越
藩
松
平
大
和
守
家
に
限
ら
れ
る
と
い
う（
２
）。
こ
れ
に
加
え
て
越

前
福
井
藩
松
平
家
・
姫
路
藩
酒
井
家
・
津
山
松
平
家
・
松
山
藩
松
平
家
・
高
松
藩
松
平

家
に
も
置
か
れ
た
と
い
う（
３
）。

　

当
該
絵
図
は
、「
紀
州
様
御
七
里
御
役
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
紀
伊
徳
川
家
の
七
里

役
に
関
連
す
る
資
料
で
あ
る
。

　
『
南
紀
德
川
史
』
に
は
、「
七
里
之
者
」
が
「
職
制
（
職
掌
解
説
）」
の
項
目
に
収
載

さ
れ
て
、
次
の
と
お
り
の
記
載
が
あ
る
。

　
　
　

七
里
之
者　

元
御
飛
脚
の
者
と
称
す　

　
　
　
　
　
　
　
　

文
政
十
三
寅
十
二
月
廿
九
日
改
称

　

元
は
大
名
飛
脚
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
南
紀
德
川
史
』
に
は
続
け
て
、
通
常

は
御
用
状
の
宿
継
を
担
当
す
る
が
、
参
覲
交
代
の
御
供
は
勿
論
、
関
札
の
才
領
、
御
家

中
往
来
の
先
触
、
人
足
継
立
・
宿
泊
な
ど
道
中
に
関
す
る
用
務
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
飛
脚
用
務
よ
り
他
の
用
務
も
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
飛
脚
の
職
名
を
外
し
て
「
七

里
之
者
」
す
な
わ
ち
七
里
役
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
尾
張
藩
に
お
い
て
も
、
後
に
御

用
飛
脚
荷
の
宰
領
と
な
り
、
更
に
藩
主
の
参
覲
道
中
を
は
じ
め
、
藩
士
往
来
の
世
話
ま

で
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う（
４
）。

　

つ
ま
り
当
初
は
、
七
里
飛
脚
と
い
う
大
名
飛
脚
に
専
従
し
て
い
た
が
、
や
が
て
街
道

な
ど
の
通
行
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
参
覲
交
代
の
道
中
の
差
配
を
は
じ
め
、
一

行
の
休
泊
の
手
配
な
ど
の
任
務
へ
と
広
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

七
里
役
は
、『
南
紀
德
川
史
』
に
よ
れ
ば
、
東
海
道
筋
で
は
最
初
に
神
奈
川
宿
に
配

置
さ
れ
、
小
和
田
（
茅
ヶ
崎
市
）、
小
田
原
宿
、
箱
根
宿
、
沼
津
宿
、
由
井
宿
、
丸
子
宿
、

金
谷
宿
、
見
付
宿
、
新
井
宿
（
新
居
宿
）、
大
濱
宿
、
御
油
宿
、
宮
宿
な
ど
、
和
歌
山

迄
の
七
里
役
と
し
て
詰
め
る
「
七
里
小
屋
」
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
に
七
里
役
の
者
が
待

機
し
た
。『
東
海
道
宿
村
大
概
帳
』
に
は
、
神
奈
川
宿
で
は
、「
此
宿
内
紀
伊
殿
七
里
飛

脚
之
も
の
小
屋
壱
ヶ
所
有
之
」
と
あ
り
、
そ
の
他
配
置
さ
れ
た
宿
村
で
は
「
紀
伊
殿
飛

脚
小
屋
」
や
「
紀
伊
殿
七
里
之
も
の
継
小
屋
」、「
紀
伊
殿
七
里
飛
脚
小
屋
」
な
ど
と
記

さ
れ
て
い
る
。
神
奈
川
宿
の
七
里
小
屋
は
、
記
録
に
よ
れ
ば
「
紀
州
様
当
役
所
」
と
あ

り
、
小
屋
と
称
し
て
は
い
る
が
、
さ
な
が
ら
役
所
と
し
て
の
体
を
な
し
て
い
た
こ
と
が

【図1】②蕨宿奥書
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わ
か
る（
５
）。

加
納
啓
三
郎　

も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
加
納
啓
三
郎
で
あ
る（
６
）。
加
納
は
、

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
七
月
五
日
、
神
奈
川
宿
詰
の
七
里
役
と
し
て
着
任
し
て
い

る
。
以
後
、
七
里
役
と
し
て
の
加
納
の
動
向
は
、
当
神
奈
川
宿
本
陣
で
名
主
後
見
役
の

石
井
弥
五
郎
順
孝
の
「
諸
用
日
記
」
を
元
に
見
て
い
く
こ
と
が
で
き
、
本
絵
図
作
成
前

後
の
記
事
が
注
目
さ
れ
る
の
で
、
時
間
を
追
っ
て
見
て
い
き
た
い（
７
）。

　

天
保
二
年
正
月
二
十
九
日（
８
）、
神
奈
川
宿
荒
宿
町
か
ら
出
火
、
宿
内
一
二
〇
〇
軒

余
を
焼
失
す
る
大
火
が
発
生
し
た
。
神
奈
川
宿
は
、
石
井
家
と
鈴
木
家
の
二
軒
が
本
陣

職
を
務
め
て
い
た
が
、
両
本
陣
が
被
災
し
た
た
め
休
泊
が
困
難
と
な
っ
た
。
三
月
十
四

日
に
は
、
紀
州
藩
主
の
出
府
の
途
次
の
御
小
休
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
金
蔵
院
に
変

更
と
な
っ
た（
９
）。

　

次
い
で
九
月
二
十
六
日
、
紀
州
藩
の
道
中
吟
味
役
高
浦
可
蔵
に
よ
る
神
奈
川
宿
の
類

焼
家
屋
の
見
分
が
行
わ
れ
た
。
目
的
は
、
来
春
の
藩
主
の
本
陣
等
へ
の
宿
泊
可
否
に
つ

い
て
で
あ
っ
た
。

　

一
、 

紀
州
様
役
所
江
行
、
今
日
高
浦
可
蔵
殿
御
泊
之
義
也
、
夫
ゟ
並
木
町
迄
迎
番
、

御
七
里
加
納
啓
三
郎
殿
同
道
出
迎
、
両
本
陣
并
旅
籠
屋
其
外
類
焼
之
家
別
見
分

相
済
候
、
御
宿
武
介
方
也
、
来
春
御
旅
館
可
相
勤
哉
之
旨
御
尋
御
座
候
、
尤
鈴

木
方
ハ
最
早
造
作
取
懸
リ
候
間
、
多
分
間
ニ
合
可
申
段
、
当
方
之
儀
ハ
未
建
方

不
相
成
事
故
如
何
之
段
被
仰
付
候
得
共
、
当
年
限
リ
皆
出
来
可
申
段
御
断
申
上

候
、

と
い
う
も
の
で
、
鈴
木
本
陣
は
造
作
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
石
井
本
陣
は
こ

の
時
ま
で
に
は
完
成
は
困
難
で
あ
る
と
返
答
し
て
い
る
。

　

十
月
一
日
に
は
、

　

一
、 

春　

紀
州
様
御
旅
館
ニ
付
、
下
宿
調
之
儀
今
日
可
致
趣
、
問
屋
源
兵
衛
へ
懸
合

候
、
巳
刻
ゟ
源
兵
衛
・
御
七
里
役
加
納
啓
三
郎
殿
・
源
太
左
衛
門
・
我
等
寄
合

致
候
、
並
木
町
ゟ
台
町
迄
可
成
、
御
下
宿
之
分
百
八
拾
軒
余
有
之
候
、

と
、
加
納
啓
三
郎
ら
に
よ
り
問
屋
役
源
兵
衛
に
懸
け
あ
い
の
も
と
、
下
宿
の
一
八
〇
軒

余
の
見
分
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
十
一
月
十
五
日
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
記
さ
れ
る
。

　

一
、 

紀
州
様
御
当
詰
加
納
啓
三
郎
殿
来
ル
、
来
春
御
帰
国
木
曽
路
之
趣
被
被
仰
出
候

旨
ニ
付
、
取
調
と
し
て
高
浦
可
蔵
殿
先
月
右
道
中
調
、
東
海
道
下
リ
之
趣
、
御

通
達
有
之
候
、

　

加
納
啓
三
郎
か
ら
、
藩
主
の
帰
国
が
木
曽
路
、
す
な
わ
ち
中
山
道
に
変
更
に
な
り
、

そ
の
取
調
べ
の
た
め
道
中
吟
味
役
の
高
浦
可
蔵
が
調
査
し
、
東
海
道
筋
の
宿
場
に
そ
の

こ
と
が
通
知
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
神
奈
川
宿
全
体
の
復
旧
が
紀
州
藩
主
の
休
泊
に
は
不

十
分
で
あ
る
こ
と
が
、
先
の
九
月
末
か
ら
十
月
初
旬
の
調
査
で
判
断
さ
れ
た
こ
と
で
、

中
山
道
通
行
に
よ
り
帰
国
と
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

翌
年
正
月
二
十
二
日
、
中
山
道
通
行
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
七
里
役
は
、
中
山

道
に
出
向
く
た
め
、
石
井
本
陣
に
挨
拶
に
来
て
い
る
。

　

さ
ら
に
二
月
五
日
の
記
事
に
は
、
前
日
に
七
里
役
は
中
山
道
に
向
か
っ
て
い
る
。

　

一
、 

紀
州
様
当
辰
年
御
帰
国
木
曽
路
ニ
付
、
当
宿
詰
七
里
四
日
出
立
、
右
海
道
江
出

張
、
源
左
衛
門
暇
乞
申
候
、

　

そ
し
て
、
加
納
啓
三
郎
は
、
四
月
二
十
一
日
に
中
山
道
で
の
任
務
を
終
え
て
、
神
奈

川
宿
の
七
里
小
屋
に
帰
っ
て
き
た
。

　

一
、 

紀
州
様
七
里
加
納
啓
三
郎
殿
去
ル
二
月
中
木
曽
路
ヘ
出
張
、
出
役
相
済
候
間
、

一
昨
日
帰
宅
被
致
候
由
ニ
而
来
リ
、

　

こ
れ
ら
一
連
の
記
述
か
ら
、
天
保
二
年
の
神
奈
川
宿
の
火
災
が
、
翌
年
の
紀
州
藩
主

の
帰
国
通
行
の
経
路
変
更
の
理
由
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

絵
図
製
作　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
見
て
く
る
と
、
絵
図
製
作
の
経
緯
に
つ
い
て
次
の
よ

う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）
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・ 

七
里
役
加
納
啓
三
郎
が
、
神
奈
川
宿
七
里
小
屋
に
着
任
し
て
か
ら
は
、
紀
州
藩
主
は

東
海
道
を
通
行
し
て
の
参
覲
交
代
で
、神
奈
川
宿
本
陣
は
御
小
休
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

・ 

天
保
二
年
正
月
二
十
九
日
に
神
奈
川
宿
で
大
火
が
あ
り
、
約
一
二
〇
〇
軒
を
焼
失
す

る
ほ
ど
の
甚
大
な
被
害
が
出
た
。

・ 

そ
の
た
め
直
後
の
紀
州
藩
主
の
通
行
は
、
本
陣
を
利
用
で
き
ず
緊
急
避
難
措
置
と
し

て
金
蔵
院
を
御
小
休
に
当
て
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

・ 

九
月
末
か
ら
十
月
初
旬
時
点
の
見
分
で
は
、
翌
年
の
石
井
本
陣
を
は
じ
め
供
た
ち
が

分
宿
す
る
旅
籠
屋
な
ど
の
家
屋
の
再
建
も
見
通
し
が
立
た
な
い
。

・ 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
道
中
吟
味
役
高
浦
可
蔵
が
調
査
を
し
て
十
一
月
初
旬
に
中
山

道
通
行
に
変
更
し
た
。

・ 

東
海
道
に
置
か
れ
た
七
里
役
が
、そ
れ
ぞ
れ
中
山
道
各
宿
の
持
ち
場
の
分
担
を
決
め
、

受
け
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

・ 

神
奈
川
宿
の
加
納
は
、
江
戸
に
最
も
近
い
七
里
小
屋
に
勤
務
す
る
た
め
、
中
山
道
第

一
宿
の
板
橋
宿
か
ら
、
蕨
宿
・
浦
和
宿
・
大
宮
宿
・
上
尾
宿
・
桶
川
宿
・
鴻
巣
宿
・

熊
谷
宿
ま
で
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・ 

中
山
道
通
行
は
、
東
海
道
と
は
異
な
り
、
休
泊
等
の
道
中
の
差
配
を
新
た
に
組
み
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
加
納
と
し
て
は
不
案
内
な
中
山
道
の
各
宿
を
把
握
し
た
い
と

考
え
た
。

・ 

そ
こ
で
、
各
宿
問
屋
役
宛
て
て
通
行
二
か
月
前
の
二
月
ま
で
に
宿
並
絵
図
の
作
成
と

提
出
を
求
め
、
そ
れ
を
元
に
道
中
の
差
配
を
行
っ
た
。
そ
の
七
里
役
加
納
啓
三
郎
の

元
に
提
出
さ
れ
た
絵
図
が
、
中
山
道
宿
並
絵
図
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
一
連
の
中
山
道
宿
並
絵
図
の
作
成
経
緯
は
、
天
保
二
年
正
月
の
神
奈
川
宿

大
火
に
よ
っ
て
御
小
休
す
る
本
陣
の
使
用
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
翌
年
の
紀
州
藩
主

帰
国
通
行
が
東
海
道
か
ら
中
山
道
に
変
更
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
七
里
役
加
納
啓
三

郎
が
道
中
差
配
を
担
当
し
た
中
山
道
各
宿
に
命
じ
て
、
作
成
さ
せ
提
出
さ
せ
た
絵
図
で

あ
る
と
い
え
る
。
浦
和
宿
と
鴻
巣
宿
の
宿
並
絵
図
が
欠
失
し
て
い
る
点
に
関
し
て
は
、

残
念
な
が
ら
収
蔵
さ
れ
る
時
点
で
は
、
既
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
　
各
宿
絵
図
の
特
徴

　

中
山
道
宿
並
絵
図
は
、
基
本
形
と
し
て
江
戸
方
を
右
に
、
京
方
を
左
と
し
て
西
側
か

ら
宿
内
を
俯
瞰
す
る
。
各
宿
内
の
町
名
、
街
道
左
右
の
家
並
み
、
街
道
上
の
橋
梁
と
河

川
、
野
道
な
ど
の
脇
道
、
沿
道
に
所
在
す
る
寺
社
な
ど
主
要
な
目
印
と
な
る
箇
所
が
同

様
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
前
後
の
宿
間
里
程
、
宿
内
及
び
沿
道
村
内
往
還
距
離
、

宿
入
口
か
ら
本
陣
迄
の
距
離
な
ど
は
、
基
本
情
報
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
同
時
代
の
『
中
山
道
分
間
延
絵
図
』
や
『
中
山
道
宿
村
大
概
帳
』

に
も
類
似
し
て
お
り
、
両
者
を
補
完
す
る
絵
図
と
し
て
資
料
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
両
者
と
の
比
較
検
討
は
、
稿
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と
と
し
、
小
項
で
は
、
各
絵

図
の
特
徴
を
見
て
い
き
た
い
。

板
橋
宿　

板
橋
宿
並
絵
図
は
、
分
間
延
絵
図
を
髣
髴
と
す
る
情
報
で
、
道
幅
を
広
く
と

り
、
家
並
み
の
粗
密
、
江
戸
方
の
木
戸
、
一
里
塚
、
問
屋
場
本
陣
、
寺
社
、
沿
道
の
田

畑
の
区
別
、
河
川
や
用
水
に
架
か
る
橋
が
土
橋
か
板
橋
か
、
村
境
や
小
字
、
江
戸
や
次

宿
の
蕨
宿
へ
の
距
離
を
記
す
。
さ
ら
に
板
橋
宿
を
越
え
て
、
荒
川
か
ら
蕨
宿
境
ま
で
を

絵
図
に
書
き
込
ん
で
い
る
。【
図
２
】

蕨
宿
　
蕨
宿
並
絵
図
に
つ
い
て
は
、
別
稿　
　

に
記
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
が
、
簡

単
に
ま
と
め
て
お
く
。
蕨
宿
で
は
、
こ
れ
ま
で
嘉
永
図
、
文
久
図
の
町
並
図
の
二
図
が

知
ら
れ
て
い
た
。
今
回
の
天
保
三
年
の
本
図
は
、
こ
の
二
図
に
先
行
す
る
最
古
の
絵
図

で
あ
る
。
特
に
指
摘
し
た
い
点
は
、
作
図
形
式
が
三
図
と
も
同
形
式
で
あ
る
こ
と
で
、

非
常
に
重
要
な
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
他
宿
の
宿
並
図
の
形
式
と
異
な
っ
て
お
り
、
蕨

宿
の
作
図
形
式
が
、
い
わ
ば
蕨
宿
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。
別
稿
で
共
著
者
の
竹
田
が

触
れ
て
い
る
が
、
和
宮
下
向
時
作
成
指
示
に
同
様
の
雛
型
が
あ
る
。
天
保
図
は
時
間
的

に
こ
れ
に
三
十
年
先
行
す
る
も
の
で
、
作
図
形
式
に
つ
い
て
は
、
蕨
宿
形
式
が
模
範
例

と
し
て
雛
型
と
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、本
作
図
形
式
は
い
わ
ば「
蕨
ス
タ
イ
ル
」、「
蕨

形
式
図
」
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

蕨
形
式
図
と
し
て
の
特
徴
は
、
上
下
に
左
右
の
家
並
の
地
割
を
一
軒
ご
と
に
と
る
。

基
本
は
、
中
山
道
か
ら
見
て
①
渡
世
名
、
住
人
名
、
奥
行
・
間
口
を
記
す
。
宿
内
の
助

郷
道
、
野
道
、
堂
宇
と
祠
の
位
置
な
ど
も
明
示
す
る
。
し
か
も
前
後
の
宿
間
距
離
、
宿

（
15
）

138（5）



郵政博物館　研究紀要　第13号
（2022年 3 月）

わ
か
る（
５
）。

加
納
啓
三
郎　

も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
加
納
啓
三
郎
で
あ
る（
６
）。
加
納
は
、

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
七
月
五
日
、
神
奈
川
宿
詰
の
七
里
役
と
し
て
着
任
し
て
い

る
。
以
後
、
七
里
役
と
し
て
の
加
納
の
動
向
は
、
当
神
奈
川
宿
本
陣
で
名
主
後
見
役
の

石
井
弥
五
郎
順
孝
の
「
諸
用
日
記
」
を
元
に
見
て
い
く
こ
と
が
で
き
、
本
絵
図
作
成
前

後
の
記
事
が
注
目
さ
れ
る
の
で
、
時
間
を
追
っ
て
見
て
い
き
た
い（
７
）。

　

天
保
二
年
正
月
二
十
九
日（
８
）、
神
奈
川
宿
荒
宿
町
か
ら
出
火
、
宿
内
一
二
〇
〇
軒

余
を
焼
失
す
る
大
火
が
発
生
し
た
。
神
奈
川
宿
は
、
石
井
家
と
鈴
木
家
の
二
軒
が
本
陣

職
を
務
め
て
い
た
が
、
両
本
陣
が
被
災
し
た
た
め
休
泊
が
困
難
と
な
っ
た
。
三
月
十
四

日
に
は
、
紀
州
藩
主
の
出
府
の
途
次
の
御
小
休
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
金
蔵
院
に
変

更
と
な
っ
た（
９
）。

　

次
い
で
九
月
二
十
六
日
、
紀
州
藩
の
道
中
吟
味
役
高
浦
可
蔵
に
よ
る
神
奈
川
宿
の
類

焼
家
屋
の
見
分
が
行
わ
れ
た
。
目
的
は
、
来
春
の
藩
主
の
本
陣
等
へ
の
宿
泊
可
否
に
つ

い
て
で
あ
っ
た
。

　

一
、 

紀
州
様
役
所
江
行
、
今
日
高
浦
可
蔵
殿
御
泊
之
義
也
、
夫
ゟ
並
木
町
迄
迎
番
、

御
七
里
加
納
啓
三
郎
殿
同
道
出
迎
、
両
本
陣
并
旅
籠
屋
其
外
類
焼
之
家
別
見
分

相
済
候
、
御
宿
武
介
方
也
、
来
春
御
旅
館
可
相
勤
哉
之
旨
御
尋
御
座
候
、
尤
鈴

木
方
ハ
最
早
造
作
取
懸
リ
候
間
、
多
分
間
ニ
合
可
申
段
、
当
方
之
儀
ハ
未
建
方

不
相
成
事
故
如
何
之
段
被
仰
付
候
得
共
、
当
年
限
リ
皆
出
来
可
申
段
御
断
申
上

候
、

と
い
う
も
の
で
、
鈴
木
本
陣
は
造
作
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
石
井
本
陣
は
こ

の
時
ま
で
に
は
完
成
は
困
難
で
あ
る
と
返
答
し
て
い
る
。

　

十
月
一
日
に
は
、

　

一
、 

春　

紀
州
様
御
旅
館
ニ
付
、
下
宿
調
之
儀
今
日
可
致
趣
、
問
屋
源
兵
衛
へ
懸
合

候
、
巳
刻
ゟ
源
兵
衛
・
御
七
里
役
加
納
啓
三
郎
殿
・
源
太
左
衛
門
・
我
等
寄
合

致
候
、
並
木
町
ゟ
台
町
迄
可
成
、
御
下
宿
之
分
百
八
拾
軒
余
有
之
候
、

と
、
加
納
啓
三
郎
ら
に
よ
り
問
屋
役
源
兵
衛
に
懸
け
あ
い
の
も
と
、
下
宿
の
一
八
〇
軒

余
の
見
分
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
十
一
月
十
五
日
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
記
さ
れ
る
。

　

一
、 

紀
州
様
御
当
詰
加
納
啓
三
郎
殿
来
ル
、
来
春
御
帰
国
木
曽
路
之
趣
被
被
仰
出
候

旨
ニ
付
、
取
調
と
し
て
高
浦
可
蔵
殿
先
月
右
道
中
調
、
東
海
道
下
リ
之
趣
、
御

通
達
有
之
候
、

　

加
納
啓
三
郎
か
ら
、
藩
主
の
帰
国
が
木
曽
路
、
す
な
わ
ち
中
山
道
に
変
更
に
な
り
、

そ
の
取
調
べ
の
た
め
道
中
吟
味
役
の
高
浦
可
蔵
が
調
査
し
、
東
海
道
筋
の
宿
場
に
そ
の

こ
と
が
通
知
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
神
奈
川
宿
全
体
の
復
旧
が
紀
州
藩
主
の
休
泊
に
は
不

十
分
で
あ
る
こ
と
が
、
先
の
九
月
末
か
ら
十
月
初
旬
の
調
査
で
判
断
さ
れ
た
こ
と
で
、

中
山
道
通
行
に
よ
り
帰
国
と
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

翌
年
正
月
二
十
二
日
、
中
山
道
通
行
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
七
里
役
は
、
中
山

道
に
出
向
く
た
め
、
石
井
本
陣
に
挨
拶
に
来
て
い
る
。

　

さ
ら
に
二
月
五
日
の
記
事
に
は
、
前
日
に
七
里
役
は
中
山
道
に
向
か
っ
て
い
る
。

　

一
、 

紀
州
様
当
辰
年
御
帰
国
木
曽
路
ニ
付
、
当
宿
詰
七
里
四
日
出
立
、
右
海
道
江
出

張
、
源
左
衛
門
暇
乞
申
候
、

　

そ
し
て
、
加
納
啓
三
郎
は
、
四
月
二
十
一
日
に
中
山
道
で
の
任
務
を
終
え
て
、
神
奈

川
宿
の
七
里
小
屋
に
帰
っ
て
き
た
。

　

一
、 

紀
州
様
七
里
加
納
啓
三
郎
殿
去
ル
二
月
中
木
曽
路
ヘ
出
張
、
出
役
相
済
候
間
、

一
昨
日
帰
宅
被
致
候
由
ニ
而
来
リ
、

　

こ
れ
ら
一
連
の
記
述
か
ら
、
天
保
二
年
の
神
奈
川
宿
の
火
災
が
、
翌
年
の
紀
州
藩
主

の
帰
国
通
行
の
経
路
変
更
の
理
由
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

絵
図
製
作　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
見
て
く
る
と
、
絵
図
製
作
の
経
緯
に
つ
い
て
次
の
よ

う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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紀州藩七里役における参覲交代路変更調査

・ 
七
里
役
加
納
啓
三
郎
が
、
神
奈
川
宿
七
里
小
屋
に
着
任
し
て
か
ら
は
、
紀
州
藩
主
は

東
海
道
を
通
行
し
て
の
参
覲
交
代
で
、神
奈
川
宿
本
陣
は
御
小
休
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

・ 

天
保
二
年
正
月
二
十
九
日
に
神
奈
川
宿
で
大
火
が
あ
り
、
約
一
二
〇
〇
軒
を
焼
失
す

る
ほ
ど
の
甚
大
な
被
害
が
出
た
。

・ 

そ
の
た
め
直
後
の
紀
州
藩
主
の
通
行
は
、
本
陣
を
利
用
で
き
ず
緊
急
避
難
措
置
と
し

て
金
蔵
院
を
御
小
休
に
当
て
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

・ 

九
月
末
か
ら
十
月
初
旬
時
点
の
見
分
で
は
、
翌
年
の
石
井
本
陣
を
は
じ
め
供
た
ち
が

分
宿
す
る
旅
籠
屋
な
ど
の
家
屋
の
再
建
も
見
通
し
が
立
た
な
い
。

・ 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
道
中
吟
味
役
高
浦
可
蔵
が
調
査
を
し
て
十
一
月
初
旬
に
中
山

道
通
行
に
変
更
し
た
。

・ 

東
海
道
に
置
か
れ
た
七
里
役
が
、そ
れ
ぞ
れ
中
山
道
各
宿
の
持
ち
場
の
分
担
を
決
め
、

受
け
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

・ 

神
奈
川
宿
の
加
納
は
、
江
戸
に
最
も
近
い
七
里
小
屋
に
勤
務
す
る
た
め
、
中
山
道
第

一
宿
の
板
橋
宿
か
ら
、
蕨
宿
・
浦
和
宿
・
大
宮
宿
・
上
尾
宿
・
桶
川
宿
・
鴻
巣
宿
・

熊
谷
宿
ま
で
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・ 

中
山
道
通
行
は
、
東
海
道
と
は
異
な
り
、
休
泊
等
の
道
中
の
差
配
を
新
た
に
組
み
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
加
納
と
し
て
は
不
案
内
な
中
山
道
の
各
宿
を
把
握
し
た
い
と

考
え
た
。

・ 

そ
こ
で
、
各
宿
問
屋
役
宛
て
て
通
行
二
か
月
前
の
二
月
ま
で
に
宿
並
絵
図
の
作
成
と

提
出
を
求
め
、
そ
れ
を
元
に
道
中
の
差
配
を
行
っ
た
。
そ
の
七
里
役
加
納
啓
三
郎
の

元
に
提
出
さ
れ
た
絵
図
が
、
中
山
道
宿
並
絵
図
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
一
連
の
中
山
道
宿
並
絵
図
の
作
成
経
緯
は
、
天
保
二
年
正
月
の
神
奈
川
宿

大
火
に
よ
っ
て
御
小
休
す
る
本
陣
の
使
用
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
翌
年
の
紀
州
藩
主

帰
国
通
行
が
東
海
道
か
ら
中
山
道
に
変
更
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
七
里
役
加
納
啓
三

郎
が
道
中
差
配
を
担
当
し
た
中
山
道
各
宿
に
命
じ
て
、
作
成
さ
せ
提
出
さ
せ
た
絵
図
で

あ
る
と
い
え
る
。
浦
和
宿
と
鴻
巣
宿
の
宿
並
絵
図
が
欠
失
し
て
い
る
点
に
関
し
て
は
、

残
念
な
が
ら
収
蔵
さ
れ
る
時
点
で
は
、
既
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
　
各
宿
絵
図
の
特
徴

　

中
山
道
宿
並
絵
図
は
、
基
本
形
と
し
て
江
戸
方
を
右
に
、
京
方
を
左
と
し
て
西
側
か

ら
宿
内
を
俯
瞰
す
る
。
各
宿
内
の
町
名
、
街
道
左
右
の
家
並
み
、
街
道
上
の
橋
梁
と
河

川
、
野
道
な
ど
の
脇
道
、
沿
道
に
所
在
す
る
寺
社
な
ど
主
要
な
目
印
と
な
る
箇
所
が
同

様
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
前
後
の
宿
間
里
程
、
宿
内
及
び
沿
道
村
内
往
還
距
離
、

宿
入
口
か
ら
本
陣
迄
の
距
離
な
ど
は
、
基
本
情
報
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
同
時
代
の
『
中
山
道
分
間
延
絵
図
』
や
『
中
山
道
宿
村
大
概
帳
』

に
も
類
似
し
て
お
り
、
両
者
を
補
完
す
る
絵
図
と
し
て
資
料
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
両
者
と
の
比
較
検
討
は
、
稿
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と
と
し
、
小
項
で
は
、
各
絵

図
の
特
徴
を
見
て
い
き
た
い
。

板
橋
宿　

板
橋
宿
並
絵
図
は
、
分
間
延
絵
図
を
髣
髴
と
す
る
情
報
で
、
道
幅
を
広
く
と

り
、
家
並
み
の
粗
密
、
江
戸
方
の
木
戸
、
一
里
塚
、
問
屋
場
本
陣
、
寺
社
、
沿
道
の
田

畑
の
区
別
、
河
川
や
用
水
に
架
か
る
橋
が
土
橋
か
板
橋
か
、
村
境
や
小
字
、
江
戸
や
次

宿
の
蕨
宿
へ
の
距
離
を
記
す
。
さ
ら
に
板
橋
宿
を
越
え
て
、
荒
川
か
ら
蕨
宿
境
ま
で
を

絵
図
に
書
き
込
ん
で
い
る
。【
図
２
】

蕨
宿
　
蕨
宿
並
絵
図
に
つ
い
て
は
、
別
稿　
　

に
記
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
が
、
簡

単
に
ま
と
め
て
お
く
。
蕨
宿
で
は
、
こ
れ
ま
で
嘉
永
図
、
文
久
図
の
町
並
図
の
二
図
が

知
ら
れ
て
い
た
。
今
回
の
天
保
三
年
の
本
図
は
、
こ
の
二
図
に
先
行
す
る
最
古
の
絵
図

で
あ
る
。
特
に
指
摘
し
た
い
点
は
、
作
図
形
式
が
三
図
と
も
同
形
式
で
あ
る
こ
と
で
、

非
常
に
重
要
な
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
他
宿
の
宿
並
図
の
形
式
と
異
な
っ
て
お
り
、
蕨

宿
の
作
図
形
式
が
、
い
わ
ば
蕨
宿
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。
別
稿
で
共
著
者
の
竹
田
が

触
れ
て
い
る
が
、
和
宮
下
向
時
作
成
指
示
に
同
様
の
雛
型
が
あ
る
。
天
保
図
は
時
間
的

に
こ
れ
に
三
十
年
先
行
す
る
も
の
で
、
作
図
形
式
に
つ
い
て
は
、
蕨
宿
形
式
が
模
範
例

と
し
て
雛
型
と
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、本
作
図
形
式
は
い
わ
ば「
蕨
ス
タ
イ
ル
」、「
蕨

形
式
図
」
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

蕨
形
式
図
と
し
て
の
特
徴
は
、
上
下
に
左
右
の
家
並
の
地
割
を
一
軒
ご
と
に
と
る
。

基
本
は
、
中
山
道
か
ら
見
て
①
渡
世
名
、
住
人
名
、
奥
行
・
間
口
を
記
す
。
宿
内
の
助

郷
道
、
野
道
、
堂
宇
と
祠
の
位
置
な
ど
も
明
示
す
る
。
し
か
も
前
後
の
宿
間
距
離
、
宿

（
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内
往
還
及
び
主
要
地
点
間
の
距
離
、
紀
州
鷹
場
の
傍
示
杭
の
位
置
、
宿
間
の
橋
梁
、
寺

社
や
祠
な
ど
は
も
と
よ
り
、
こ
の
頃
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
『
中
山
道
宿
村
大
概
帳
』

の
記
載
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
記
載
も
み
ら
れ
る
点
な
ど
興
味
深
い
。【
図
３
】

大
宮
宿
　
武
蔵
国
一
宮
氷
川
神
社
参
道
分
岐
の
大
宮
宿
の
手
前
（
現
在
の
さ
い
た
ま
新

都
心
駅
付
近
）
か
ら
、
加
茂
宮
村
境
、
大
宮
宿
と
上
尾
宿
の
往
還
持
場
境
ま
で
を
描
く
。

ま
た
参
道
分
岐
点
か
ら
参
道
を
氷
川
神
社
ま
で
も
描
い
て
い
る
。
前
後
宿
の
里
程
な
ど

距
離
の
記
載
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
蕨
宿
同
様
に
地
割
を
一
軒
ご
と
に
住
人
名
と
間

口
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
の
広
さ
を
幅
で
示
す
。
沿
道
の
樹
林
や
寺
社
な
ど
は
、
絵
画

的
に
淡
彩
で
描
写
し
て
い
る
。
本
陣
・
脇
本
陣
の
ほ
か
、
旅
籠
屋
と
茶
屋
の
渡
世
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　

な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
絵
図
の
右
端
か
ら
大
宮
宿
内
に
置
か
れ
た
紀
州
鷹
場

本
陣
ま
で
の
距
離
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
距
離
と
紀
州
鷹
場
本
陣
の
記

載
か
ら
も
、
紀
州
藩
主
の
通
行
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
証
と
も
い
え
る
。

【
図
４
】

上
尾
宿
　
大
宮
宿
並
絵
図
の
左
端
部
と
重
複
し
て
加
茂
宮
村
か
ら
門
前
村
と
町
屋
村
境

の
紀
州
鷹
場
の
傍
示
杭
ま
で
を
範
囲
と
す
る
。
描
法
は
こ
れ
ま
で
と
異
な
り
、
街
道
は

一
条
の
線
で
描
か
れ
、
家
並
み
は
屋
根
の
み
で
示
さ
れ
る
。
沿
道
の
寺
社
は
絵
画
的
描

写
で
、
宿
内
は
問
屋
場
と
本
陣
の
み
明
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
前
後
の
宿
間
の
距
離
を
は

じ
め
、
大
宮
宿
と
上
尾
宿
の
間
の
天
神
立
場
か
ら
の
距
離
、
宿
入
口
か
ら
本
陣
、
本
陣

か
ら
宿
出
口
、
出
口
か
ら
次
の
桶
川
宿
ま
で
の
距
離
な
ど
巻
末
に
ま
と
め
て
記
載
し
て

い
る
。
宿
内
家
数
や
宿
高
、
川
越
と
岩
槻
迄
の
距
離
な
ど
、『
中
山
道
宿
村
大
概
帳
』

の
記
載
を
想
起
さ
せ
る
。【
図
５
】

桶
川
宿
　
桶
川
宿
の
描
法
は
、
板
橋
宿
と
酷
似
し
て
い
る
。
久
保
村
の
紀
州
鷹
場
の
傍

示
杭
か
ら
桶
川
宿
持
場
の
東
間
村
境
迄
を
描
く
。
家
並
は
、
屋
根
の
み
の
表
現
で
あ
る
。

特
徴
的
な
の
は
、
路
傍
の
傍
示
杭
や
石
仏
・
石
塔
な
ど
を
丁
寧
に
形
状
ま
で
も
表
現
し

て
い
る
。【
図
６
】

熊
谷
宿　

熊
谷
宿
は
、
前
砂
村
と
吹
上
村
境
か
ら
熊
谷
宿
出
口
ま
で
を
描
く
が
、
前
出

の
他
図
と
異
な
り
右
が
京
方
、
左
が
江
戸
方
と
な
っ
て
描
か
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ

る
。
描
法
は
上
尾
宿
と
酷
似
し
、
一
条
の
線
で
街
道
を
示
し
、
家
並
は
屋
根
の
み
で
簡

潔
に
粗
密
を
示
す
。
中
山
道
か
ら
比
較
的
近
距
離
に
あ
る
荒
川
の
流
れ
や
、
松
平
下
総

守
の
忍
城
も
、
中
山
道
や
熊
谷
宿
か
ら
は
距
離
は
あ
る
も
の
の
、
熊
谷
宿
が
忍
藩
の
領

内
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
か
、
あ
え
て
描
き
入
れ
、
淡
彩
を
加
え
る
な
ど
の
特
徴
が

あ
る
。

　

な
か
で
も
注
目
し
た
い
の
が
、
中
山
道
京
方
（
右
端
）
に
記
さ
れ
た
「
御
国
許
之
方
」

の
文
字
で
あ
る
。
さ
ら
に
紀
州
を
意
識
し
て
い
る
た
め
か
、
右
側
を
巻
頭
と
し
、
距
離

な
ど
の
基
本
情
報
も
同
様
に
冒
頭
に
記
載
し
て
い
る
点
は
、
紀
州
藩
を
意
識
し
た
配
慮

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。【
図
７
】

中
山
道
宿
並
絵
図　

以
上
、「
中
山
道
宿
並
絵
図
」
の
各
図
の
概
要
を
見
て
き
た
が
、

記
さ
れ
た
基
本
情
報
や
宿
の
詳
細
情
報
、
さ
ら
に
描
か
れ
た
表
現
方
法
な
ど
、
通
常
の

宿
場
の
町
並
絵
図
と
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
。

　

紀
州
藩
主
の
緊
急
避
難
的
な
帰
国
通
行
が
五
か
月
前
に
決
ま
り
、
七
里
役
と
し
て
参

覲
交
代
道
中
を
差
配
す
る
加
納
啓
三
郎
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
中
山
道
通
行
を
前
に

し
て
当
初
は
思
い
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
月
下
旬
中
山
道
へ
出
向
く
こ
と

に
な
り
、
受
け
持
つ
宿
場
に
不
案
内
な
こ
と
に
気
付
い
た
。
通
行
の
わ
ず
か
二
か
月
前
、

急
遽
担
当
す
る
宿
場
で
の
休
泊
準
備
の
た
め
に
絵
図
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

時
間
的
な
余
裕
が
な
い
た
め
、
基
本
情
報
の
記
載
の
み
を
求
め
、
図
の
表
現
方
法
は
任

意
と
し
て
、
各
宿
に
対
し
て
提
出
を
求
め
た
絵
図
が
こ
の
資
料
で
あ
る
。

東
海
道
絵
図　

さ
て
、
小
稿
で
保
留
を
し
て
き
た
「
東
海
道
絵
図
」
で
あ
る
。
郵
政
博

物
館
に
は
、
加
納
啓
三
郎
が
記
し
た
「
御
用
留
」
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
記
事
か
ら
、
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
も
の
の
、
ひ
と
つ
の
仮
説
を
考
え
た
。

「
御
用
留
」
の
概
要
は
、
藤
村
潤
一
郎
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
元
に

見
て
い
き
た
い　
　

。

　
「
御
用
留
」
は
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）・
同
十
二
年
（
一
八
四
一
）・
弘
化
二

年
（
一
八
四
五
）・
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
四
年
分
が
残
さ
れ
て
い
る
。
年
代
は

必
ず
し
も
連
続
し
て
は
い
な
い
が
、
前
後
の
記
事
か
ら
あ
る
程
度
の
加
納
の
動
き
を
追

う
こ
と
が
で
き
る
。

　

加
納
啓
三
郎
は
、「
諸
用
日
記
」
で
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
七
月
か
ら
天
保
四

年
（
一
八
三
三
）
年
六
月
迄
神
奈
川
宿
の
七
里
小
屋
に
詰
め
、
そ
の
後
転
任
で
、
数
年

ご
と
に
東
海
道
筋
に
置
か
れ
た
七
里
小
屋
に
転
任
し
て
い
る
。「
御
用
留
」
の
記
事
か

ら
神
奈
川
宿
以
降
、
次
の
よ
う
な
異
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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紀州藩七里役における参覲交代路変更調査

神
奈
川
宿　

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
七
月
〜
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
六
月

江
戸
詰　

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
七
月
〜
？

？由
比
宿　
　

？　
　

〜
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）

箱
根
宿　

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
正
月
〜
同
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
月

江
戸
詰　

天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
月
〜
同
十
二
年
（
一
八
四
一
）

新
居
宿　

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
〜
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

沼
津
宿　

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
〜
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

江
戸
詰　

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
〜

　

こ
の
異
動
箇
所
を
見
る
と
、多
く
は
東
海
道
の
江
戸
方
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。「
東

海
道
絵
図
」
に
記
さ
れ
た
宿
場
の
範
囲
を
見
て
み
る
と
、
加
納
啓
三
郎
の
勤
務
し
て
い

た
小
屋
と
重
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
天
保
四
年
の
江
戸
詰
か
ら
天
保
十
年
に

由
井
宿
か
ら
異
動
す
る
ま
で
の
期
間
、
江
戸
詰
か
ら
由
井
宿
に
異
動
し
た
か
、
あ
る
い

は
も
う
数
ヶ
所
挟
む
の
か
不
明
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
こ
の
絵
図
が
、
七
里
役
加
納
啓
三
郎
に
関
係
す
る
絵
図
で
あ
る
と
い
う
前
提

で
考
え
て
み
た
い
。
具
体
的
に
各
宿
に
置
か
れ
た
七
里
役
の
管
轄
範
囲
は
不
明
だ
が
、

各
七
里
役
は
次
宿
ま
で
は
継
送
を
管
理
す
る
も
の
の
、
地
理
的
な
位
置
関
係
か
ら
見
る

と
、
宿
間
の
道
中
は
概
ね
中
間
点
附
近
ま
で
を
管
轄
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
小
和
田
七
里
役
は
大
磯
宿
以
東
、
小
田
原
宿
七
里
役
が
大
磯
宿
以
西
。

沼
津
宿
七
里
役
は
三
島
宿
以
西
、
箱
根
宿
七
里
役
が
三
島
宿
以
東
を
管
轄
し
て
い
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。
大
磯
宿
か
ら
三
島
宿
の
絵
図
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
小
田
原
宿

と
箱
根
宿
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
絵
図
の
範
囲
で
、
江

戸
詰
と
由
比
宿
の
間
に
小
田
原
宿
を
詰
め
た
可
能
性
も
あ
る
が
、「
御
用
留
」
か
ら
知

る
限
り
加
納
が
詰
め
て
い
た
の
は
箱
根
宿
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
の
七
里
役
の
管
轄
は
、

小
田
原
宿
先
か
ら
三
島
宿　
　

ま
で
。
加
納
は
、
沼
津
宿
や
由
井
宿
の
小
屋
に
は
詰
め

た
こ
と
が
あ
る
た
め
、
三
島
宿
以
西
に
つ
い
て
は
比
較
的
地
理
的
環
境
に
明
る
い
と
み

ら
れ
る
。
小
和
田
で
の
経
験
は
不
明
だ
が
、
神
奈
川
宿
隣
接
管
轄
地
域
と
し
て
把
握
し

て
い
た
、
あ
る
い
は
神
奈
川
宿
以
前
に
経
験
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
資
料
的
な
裏
付
け
が
無
く
推
測
の
域
は
出
な
い
も
の
の
、
加

納
が
箱
根
宿
詰
と
な
っ
た
際
に
、
管
轄
地
域
と
不
案
内
な
地
域
の
概
要
把
握
の
た
め
に

絵
図
を
作
成
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。【
図
８
】

お
わ
り
に

　
「
道
中
宿
場
調
」
は
、
加
納
啓
三
郎
が
関
与
し
た
街
道
と
宿
場
に
つ
い
て
調
査
し
た

絵
図
で
あ
る
。目
的
の
異
な
る
二
街
道
の
絵
図
で
は
あ
る
が
、資
料
名
称「
道
中
宿
場
調
」

は
、
七
里
役
と
し
て
関
係
個
所
把
握
の
た
め
の
調
査
絵
図
の
総
称
と
し
て
適
切
で
あ
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
当
初
、
筆
者
も
街
道
別
に
分
割
し
て
名
称
を
付
け
直
す
べ
き
で
は

思
案
し
た
が
、
東
海
道
絵
図
の
仮
説
の
可
能
性
か
ら
小
稿
執
筆
過
程
で
思
い
直
し
た
。

　

ま
た
伝
来
に
つ
い
て
は
、
郵
政
博
物
館
に
加
納
啓
三
郎
が
記
し
た
「
御
用
留
」
が
収

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
道
中
宿
場
調
」
は
、
お
そ
ら
く
加
納
家
周
辺
か
ら

纏
ま
っ
た
資
料
群
と
し
て
「
御
用
留
」
と
と
も
に
、
明
治
に
な
っ
て
駅
逓
局
以
降
、
逓

信
総
合
博
物
館
と
な
る
間
に
収
蔵
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

全
体
に
ま
と
ま
り
の
な
い
推
測
に
終
始
し
た
部
分
も
あ
る
が
、先
学
諸
氏
の
御
批
判
、

御
叱
正
、
ま
た
御
教
示
な
ど
を
賜
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

な
お
、
小
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
資
料
調
査
閲
覧
に
御
配
慮
い
た
だ
い
た
郵
政
博

物
館
資
料
セ
ン
タ
ー
田
原
啓
祐
主
席
学
芸
員
、
蕨
宿
及
び
紀
州
藩
参
覲
交
代
に
関
し
て

御
教
示
・
御
協
力
を
得
た
蕨
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
竹
田
真
依
子
学
芸
員
に
、
御
芳
名

を
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
１
）　 

藤
村
潤
一
郎
「
紀
州
七
里
飛
脚
に
つ
い
て
」（『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
２　

所
収
）
創

価
大
学
人
文
学
会　

一
九
九
〇
年

（
２
）　 

堀
内
信
編
『
南
紀
德
川
史
』
第
八
冊　

巻
七
十
七
職
制
第
八
、
南
紀
徳
川
史
刊
行
会
、

一
九
三
二
年　

六
七
〇
頁

（
３
）　 

德
川
義
親
『
七
里
飛
脚
』　

財
団
法
人
國
際
交
通
文
化
協
会　

一
九
四
〇
年　

一
頁

（
４
）　 

同
前　

二
七
頁

（
５
）　 

註
１　

一
四
八
頁

（
６
）　 

郵
政
博
物
館
で
は
、「
道
中
宿
場
調
」の
ほ
か
、七
里
役
加
納
啓
三
郎
に
よ
る「
御
用
留
」

四
冊
を
収
蔵
し
て
い
る
。

（
７
）　 

青
木
美
智
男
監
修
・
小
林
風
・
石
綿
豊
大
校
訂
『
東
海
道
神
奈
川
宿
本
陣
石
井
順
孝
日

記
』
３　

ゆ
ま
に
書
房　

二
〇
〇
三
年

（
８
）　 

同
前
、
天
保
二
年
正
月
二
十
九
日
条
、
一
七
二
〜
一
七
三
頁

（
９
）　 

同
前
、
天
保
二
年
三
月
十
四
日
条
、
一
八
六
頁

（
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）
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内
往
還
及
び
主
要
地
点
間
の
距
離
、
紀
州
鷹
場
の
傍
示
杭
の
位
置
、
宿
間
の
橋
梁
、
寺

社
や
祠
な
ど
は
も
と
よ
り
、
こ
の
頃
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
『
中
山
道
宿
村
大
概
帳
』

の
記
載
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
記
載
も
み
ら
れ
る
点
な
ど
興
味
深
い
。【
図
３
】

大
宮
宿
　
武
蔵
国
一
宮
氷
川
神
社
参
道
分
岐
の
大
宮
宿
の
手
前
（
現
在
の
さ
い
た
ま
新

都
心
駅
付
近
）
か
ら
、
加
茂
宮
村
境
、
大
宮
宿
と
上
尾
宿
の
往
還
持
場
境
ま
で
を
描
く
。

ま
た
参
道
分
岐
点
か
ら
参
道
を
氷
川
神
社
ま
で
も
描
い
て
い
る
。
前
後
宿
の
里
程
な
ど

距
離
の
記
載
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
蕨
宿
同
様
に
地
割
を
一
軒
ご
と
に
住
人
名
と
間

口
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
の
広
さ
を
幅
で
示
す
。
沿
道
の
樹
林
や
寺
社
な
ど
は
、
絵
画

的
に
淡
彩
で
描
写
し
て
い
る
。
本
陣
・
脇
本
陣
の
ほ
か
、
旅
籠
屋
と
茶
屋
の
渡
世
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　

な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
絵
図
の
右
端
か
ら
大
宮
宿
内
に
置
か
れ
た
紀
州
鷹
場

本
陣
ま
で
の
距
離
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
距
離
と
紀
州
鷹
場
本
陣
の
記

載
か
ら
も
、
紀
州
藩
主
の
通
行
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
証
と
も
い
え
る
。

【
図
４
】

上
尾
宿
　
大
宮
宿
並
絵
図
の
左
端
部
と
重
複
し
て
加
茂
宮
村
か
ら
門
前
村
と
町
屋
村
境

の
紀
州
鷹
場
の
傍
示
杭
ま
で
を
範
囲
と
す
る
。
描
法
は
こ
れ
ま
で
と
異
な
り
、
街
道
は

一
条
の
線
で
描
か
れ
、
家
並
み
は
屋
根
の
み
で
示
さ
れ
る
。
沿
道
の
寺
社
は
絵
画
的
描

写
で
、
宿
内
は
問
屋
場
と
本
陣
の
み
明
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
前
後
の
宿
間
の
距
離
を
は

じ
め
、
大
宮
宿
と
上
尾
宿
の
間
の
天
神
立
場
か
ら
の
距
離
、
宿
入
口
か
ら
本
陣
、
本
陣

か
ら
宿
出
口
、
出
口
か
ら
次
の
桶
川
宿
ま
で
の
距
離
な
ど
巻
末
に
ま
と
め
て
記
載
し
て

い
る
。
宿
内
家
数
や
宿
高
、
川
越
と
岩
槻
迄
の
距
離
な
ど
、『
中
山
道
宿
村
大
概
帳
』

の
記
載
を
想
起
さ
せ
る
。【
図
５
】

桶
川
宿
　
桶
川
宿
の
描
法
は
、
板
橋
宿
と
酷
似
し
て
い
る
。
久
保
村
の
紀
州
鷹
場
の
傍

示
杭
か
ら
桶
川
宿
持
場
の
東
間
村
境
迄
を
描
く
。
家
並
は
、
屋
根
の
み
の
表
現
で
あ
る
。

特
徴
的
な
の
は
、
路
傍
の
傍
示
杭
や
石
仏
・
石
塔
な
ど
を
丁
寧
に
形
状
ま
で
も
表
現
し

て
い
る
。【
図
６
】

熊
谷
宿　

熊
谷
宿
は
、
前
砂
村
と
吹
上
村
境
か
ら
熊
谷
宿
出
口
ま
で
を
描
く
が
、
前
出

の
他
図
と
異
な
り
右
が
京
方
、
左
が
江
戸
方
と
な
っ
て
描
か
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ

る
。
描
法
は
上
尾
宿
と
酷
似
し
、
一
条
の
線
で
街
道
を
示
し
、
家
並
は
屋
根
の
み
で
簡

潔
に
粗
密
を
示
す
。
中
山
道
か
ら
比
較
的
近
距
離
に
あ
る
荒
川
の
流
れ
や
、
松
平
下
総

守
の
忍
城
も
、
中
山
道
や
熊
谷
宿
か
ら
は
距
離
は
あ
る
も
の
の
、
熊
谷
宿
が
忍
藩
の
領

内
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
か
、
あ
え
て
描
き
入
れ
、
淡
彩
を
加
え
る
な
ど
の
特
徴
が

あ
る
。

　

な
か
で
も
注
目
し
た
い
の
が
、
中
山
道
京
方
（
右
端
）
に
記
さ
れ
た
「
御
国
許
之
方
」

の
文
字
で
あ
る
。
さ
ら
に
紀
州
を
意
識
し
て
い
る
た
め
か
、
右
側
を
巻
頭
と
し
、
距
離

な
ど
の
基
本
情
報
も
同
様
に
冒
頭
に
記
載
し
て
い
る
点
は
、
紀
州
藩
を
意
識
し
た
配
慮

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。【
図
７
】

中
山
道
宿
並
絵
図　

以
上
、「
中
山
道
宿
並
絵
図
」
の
各
図
の
概
要
を
見
て
き
た
が
、

記
さ
れ
た
基
本
情
報
や
宿
の
詳
細
情
報
、
さ
ら
に
描
か
れ
た
表
現
方
法
な
ど
、
通
常
の

宿
場
の
町
並
絵
図
と
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
。

　

紀
州
藩
主
の
緊
急
避
難
的
な
帰
国
通
行
が
五
か
月
前
に
決
ま
り
、
七
里
役
と
し
て
参

覲
交
代
道
中
を
差
配
す
る
加
納
啓
三
郎
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
中
山
道
通
行
を
前
に

し
て
当
初
は
思
い
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
月
下
旬
中
山
道
へ
出
向
く
こ
と

に
な
り
、
受
け
持
つ
宿
場
に
不
案
内
な
こ
と
に
気
付
い
た
。
通
行
の
わ
ず
か
二
か
月
前
、

急
遽
担
当
す
る
宿
場
で
の
休
泊
準
備
の
た
め
に
絵
図
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

時
間
的
な
余
裕
が
な
い
た
め
、
基
本
情
報
の
記
載
の
み
を
求
め
、
図
の
表
現
方
法
は
任

意
と
し
て
、
各
宿
に
対
し
て
提
出
を
求
め
た
絵
図
が
こ
の
資
料
で
あ
る
。

東
海
道
絵
図　

さ
て
、
小
稿
で
保
留
を
し
て
き
た
「
東
海
道
絵
図
」
で
あ
る
。
郵
政
博

物
館
に
は
、
加
納
啓
三
郎
が
記
し
た
「
御
用
留
」
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
記
事
か
ら
、
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
も
の
の
、
ひ
と
つ
の
仮
説
を
考
え
た
。

「
御
用
留
」
の
概
要
は
、
藤
村
潤
一
郎
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
元
に

見
て
い
き
た
い　
　

。

　
「
御
用
留
」
は
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）・
同
十
二
年
（
一
八
四
一
）・
弘
化
二

年
（
一
八
四
五
）・
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
四
年
分
が
残
さ
れ
て
い
る
。
年
代
は

必
ず
し
も
連
続
し
て
は
い
な
い
が
、
前
後
の
記
事
か
ら
あ
る
程
度
の
加
納
の
動
き
を
追

う
こ
と
が
で
き
る
。

　

加
納
啓
三
郎
は
、「
諸
用
日
記
」
で
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
七
月
か
ら
天
保
四

年
（
一
八
三
三
）
年
六
月
迄
神
奈
川
宿
の
七
里
小
屋
に
詰
め
、
そ
の
後
転
任
で
、
数
年

ご
と
に
東
海
道
筋
に
置
か
れ
た
七
里
小
屋
に
転
任
し
て
い
る
。「
御
用
留
」
の
記
事
か

ら
神
奈
川
宿
以
降
、
次
の
よ
う
な
異
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
16
）
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紀州藩七里役における参覲交代路変更調査

神
奈
川
宿　

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
七
月
〜
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
六
月

江
戸
詰　

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
七
月
〜
？

？由
比
宿　
　

？　
　

〜
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）

箱
根
宿　

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
正
月
〜
同
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
月

江
戸
詰　

天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
月
〜
同
十
二
年
（
一
八
四
一
）

新
居
宿　

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
〜
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

沼
津
宿　

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
〜
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

江
戸
詰　

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
〜

　

こ
の
異
動
箇
所
を
見
る
と
、多
く
は
東
海
道
の
江
戸
方
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。「
東

海
道
絵
図
」
に
記
さ
れ
た
宿
場
の
範
囲
を
見
て
み
る
と
、
加
納
啓
三
郎
の
勤
務
し
て
い

た
小
屋
と
重
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
天
保
四
年
の
江
戸
詰
か
ら
天
保
十
年
に

由
井
宿
か
ら
異
動
す
る
ま
で
の
期
間
、
江
戸
詰
か
ら
由
井
宿
に
異
動
し
た
か
、
あ
る
い

は
も
う
数
ヶ
所
挟
む
の
か
不
明
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
こ
の
絵
図
が
、
七
里
役
加
納
啓
三
郎
に
関
係
す
る
絵
図
で
あ
る
と
い
う
前
提

で
考
え
て
み
た
い
。
具
体
的
に
各
宿
に
置
か
れ
た
七
里
役
の
管
轄
範
囲
は
不
明
だ
が
、

各
七
里
役
は
次
宿
ま
で
は
継
送
を
管
理
す
る
も
の
の
、
地
理
的
な
位
置
関
係
か
ら
見
る

と
、
宿
間
の
道
中
は
概
ね
中
間
点
附
近
ま
で
を
管
轄
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
小
和
田
七
里
役
は
大
磯
宿
以
東
、
小
田
原
宿
七
里
役
が
大
磯
宿
以
西
。

沼
津
宿
七
里
役
は
三
島
宿
以
西
、
箱
根
宿
七
里
役
が
三
島
宿
以
東
を
管
轄
し
て
い
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。
大
磯
宿
か
ら
三
島
宿
の
絵
図
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
小
田
原
宿

と
箱
根
宿
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
絵
図
の
範
囲
で
、
江

戸
詰
と
由
比
宿
の
間
に
小
田
原
宿
を
詰
め
た
可
能
性
も
あ
る
が
、「
御
用
留
」
か
ら
知

る
限
り
加
納
が
詰
め
て
い
た
の
は
箱
根
宿
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
の
七
里
役
の
管
轄
は
、

小
田
原
宿
先
か
ら
三
島
宿　
　

ま
で
。
加
納
は
、
沼
津
宿
や
由
井
宿
の
小
屋
に
は
詰
め

た
こ
と
が
あ
る
た
め
、
三
島
宿
以
西
に
つ
い
て
は
比
較
的
地
理
的
環
境
に
明
る
い
と
み

ら
れ
る
。
小
和
田
で
の
経
験
は
不
明
だ
が
、
神
奈
川
宿
隣
接
管
轄
地
域
と
し
て
把
握
し

て
い
た
、
あ
る
い
は
神
奈
川
宿
以
前
に
経
験
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
資
料
的
な
裏
付
け
が
無
く
推
測
の
域
は
出
な
い
も
の
の
、
加

納
が
箱
根
宿
詰
と
な
っ
た
際
に
、
管
轄
地
域
と
不
案
内
な
地
域
の
概
要
把
握
の
た
め
に

絵
図
を
作
成
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。【
図
８
】

お
わ
り
に

　
「
道
中
宿
場
調
」
は
、
加
納
啓
三
郎
が
関
与
し
た
街
道
と
宿
場
に
つ
い
て
調
査
し
た

絵
図
で
あ
る
。目
的
の
異
な
る
二
街
道
の
絵
図
で
は
あ
る
が
、資
料
名
称「
道
中
宿
場
調
」

は
、
七
里
役
と
し
て
関
係
個
所
把
握
の
た
め
の
調
査
絵
図
の
総
称
と
し
て
適
切
で
あ
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
当
初
、
筆
者
も
街
道
別
に
分
割
し
て
名
称
を
付
け
直
す
べ
き
で
は

思
案
し
た
が
、
東
海
道
絵
図
の
仮
説
の
可
能
性
か
ら
小
稿
執
筆
過
程
で
思
い
直
し
た
。

　

ま
た
伝
来
に
つ
い
て
は
、
郵
政
博
物
館
に
加
納
啓
三
郎
が
記
し
た
「
御
用
留
」
が
収

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
道
中
宿
場
調
」
は
、
お
そ
ら
く
加
納
家
周
辺
か
ら

纏
ま
っ
た
資
料
群
と
し
て
「
御
用
留
」
と
と
も
に
、
明
治
に
な
っ
て
駅
逓
局
以
降
、
逓

信
総
合
博
物
館
と
な
る
間
に
収
蔵
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

全
体
に
ま
と
ま
り
の
な
い
推
測
に
終
始
し
た
部
分
も
あ
る
が
、先
学
諸
氏
の
御
批
判
、

御
叱
正
、
ま
た
御
教
示
な
ど
を
賜
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

な
お
、
小
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
資
料
調
査
閲
覧
に
御
配
慮
い
た
だ
い
た
郵
政
博

物
館
資
料
セ
ン
タ
ー
田
原
啓
祐
主
席
学
芸
員
、
蕨
宿
及
び
紀
州
藩
参
覲
交
代
に
関
し
て

御
教
示
・
御
協
力
を
得
た
蕨
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
竹
田
真
依
子
学
芸
員
に
、
御
芳
名

を
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
１
）　 

藤
村
潤
一
郎
「
紀
州
七
里
飛
脚
に
つ
い
て
」（『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
２　

所
収
）
創

価
大
学
人
文
学
会　

一
九
九
〇
年

（
２
）　 

堀
内
信
編
『
南
紀
德
川
史
』
第
八
冊　

巻
七
十
七
職
制
第
八
、
南
紀
徳
川
史
刊
行
会
、

一
九
三
二
年　

六
七
〇
頁

（
３
）　 

德
川
義
親
『
七
里
飛
脚
』　

財
団
法
人
國
際
交
通
文
化
協
会　

一
九
四
〇
年　

一
頁

（
４
）　 

同
前　

二
七
頁

（
５
）　 

註
１　

一
四
八
頁

（
６
）　 

郵
政
博
物
館
で
は
、「
道
中
宿
場
調
」の
ほ
か
、七
里
役
加
納
啓
三
郎
に
よ
る「
御
用
留
」

四
冊
を
収
蔵
し
て
い
る
。

（
７
）　 
青
木
美
智
男
監
修
・
小
林
風
・
石
綿
豊
大
校
訂
『
東
海
道
神
奈
川
宿
本
陣
石
井
順
孝
日

記
』
３　

ゆ
ま
に
書
房　

二
〇
〇
三
年

（
８
）　 
同
前
、
天
保
二
年
正
月
二
十
九
日
条
、
一
七
二
〜
一
七
三
頁

（
９
）　 

同
前
、
天
保
二
年
三
月
十
四
日
条
、
一
八
六
頁

（
17
）
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（
10
）　 

同
前
、
天
保
二
年
九
月
廿
六
日
条
、
二
六
九
頁

（
11
）　 
同
前
、
天
保
二
年
十
月
朔
日
条
、
二
七
〇
頁

（
12
）　 
同
前
、
天
保
二
年
十
一
月
十
五
日
条
、
二
八
七
頁

（
13
）　 
同
前
、
天
保
三
年
二
月
五
日
条
、
三
二
二
頁

（
14
）　 

同
前
、
天
保
三
年
四
月
廿
一
日
条
、
三
四
八
頁

（
15
）　 

杉
山
正
司
・
竹
田
真
依
子
「
天
保
三
年
蕨
宿
町
並
絵
図
」（『
蕨
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

研
究
紀
要
』
第
十
八
）
所
収
）
蕨
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館　

二
〇
二
二
年

（
16
）　 

藤
村
潤
一
郎
「
紀
州
七
里
加
納
啓
三
郎
「
御
用
留
」
に
つ
い
て
」（
藤
野
保
先
生
還
暦

記
念
会
編
『
近
世
日
本
の
社
会
と
流
通
』
所
収
）　

雄
山
閣　

一
九
九
三
年

（
17
）　 

同
前　

天
保
十
一
年
四
月
三
日
の
三
島
宿
火
災
に
箱
根
宿
の
七
里
役
所
あ
て
三
島
宿
問

屋
役
か
ら
御
注
進
書
が
出
さ
れ
、
加
納
は
三
島
宿
に
出
張
し
て
い
る
。

 
（
す
ぎ
や
ま　

ま
さ
し　

埼
玉
県
立
文
書
館
前
館
長
）

135（8）

紀州藩七里役における参覲交代路変更調査

【
図
2-1】

板
橋
宿
①

【
図
2-2】

板
橋
宿
②
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（
10
）　 

同
前
、
天
保
二
年
九
月
廿
六
日
条
、
二
六
九
頁

（
11
）　 

同
前
、
天
保
二
年
十
月
朔
日
条
、
二
七
〇
頁

（
12
）　 

同
前
、
天
保
二
年
十
一
月
十
五
日
条
、
二
八
七
頁

（
13
）　 

同
前
、
天
保
三
年
二
月
五
日
条
、
三
二
二
頁

（
14
）　 

同
前
、
天
保
三
年
四
月
廿
一
日
条
、
三
四
八
頁

（
15
）　 

杉
山
正
司
・
竹
田
真
依
子
「
天
保
三
年
蕨
宿
町
並
絵
図
」（『
蕨
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

研
究
紀
要
』
第
十
八
）
所
収
）
蕨
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館　

二
〇
二
二
年

（
16
）　 

藤
村
潤
一
郎
「
紀
州
七
里
加
納
啓
三
郎
「
御
用
留
」
に
つ
い
て
」（
藤
野
保
先
生
還
暦

記
念
会
編
『
近
世
日
本
の
社
会
と
流
通
』
所
収
）　

雄
山
閣　

一
九
九
三
年

（
17
）　 

同
前　

天
保
十
一
年
四
月
三
日
の
三
島
宿
火
災
に
箱
根
宿
の
七
里
役
所
あ
て
三
島
宿
問

屋
役
か
ら
御
注
進
書
が
出
さ
れ
、
加
納
は
三
島
宿
に
出
張
し
て
い
る
。

 

（
す
ぎ
や
ま　

ま
さ
し　

埼
玉
県
立
文
書
館
前
館
長
）

135（8）

紀州藩七里役における参覲交代路変更調査

【
図
2-1】

板
橋
宿
①

【
図
2-2】

板
橋
宿
②
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【
図
3-1】

蕨
宿
①

【
図
3-2】

蕨
宿
②

133（10）

紀州藩七里役における参覲交代路変更調査

【
図
3-3】

蕨
宿
③

【
図
4-1】

大
宮
宿
①
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【
図
3-1】

蕨
宿
①

【
図
3-2】

蕨
宿
②

133（10）

紀州藩七里役における参覲交代路変更調査

【
図
3-3】

蕨
宿
③

【
図
4-1】

大
宮
宿
①
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【
図
4-2】

大
宮
宿
②

【
図
4-3】

大
宮
宿
③

131（12）

紀州藩七里役における参覲交代路変更調査

【
図
4-4】

大
宮
宿
④

【
図
4-5】

大
宮
宿
⑤

130（13）



郵政博物館　研究紀要　第13号
（2022年 3 月）

【
図
4-2】

大
宮
宿
②

【
図
4-3】

大
宮
宿
③

131（12）

紀州藩七里役における参覲交代路変更調査

【
図
4-4】

大
宮
宿
④

【
図
4-5】

大
宮
宿
⑤
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【
図
5-1】

上
尾
宿
①

【
図
5-2】

上
尾
宿
②

129（14）

紀州藩七里役における参覲交代路変更調査

【
図
6-1】

桶
川
宿
①

【
図
6-2】

桶
川
宿
②
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【
図
5-1】

上
尾
宿
①

【
図
5-2】

上
尾
宿
②

129（14）

紀州藩七里役における参覲交代路変更調査

【
図
6-1】

桶
川
宿
①

【
図
6-2】

桶
川
宿
②
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【
図
7-1】

熊
谷
宿
①

【
図
7-2】

熊
谷
宿
②

127（16）

紀州藩七里役における参覲交代路変更調査

【
図
8-1】

東
海
道
絵
図
①

【
図
8-2】

東
海
道
絵
図
②
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【
図
7-1】

熊
谷
宿
①

【
図
7-2】

熊
谷
宿
②

127（16）

紀州藩七里役における参覲交代路変更調査

【
図
8-1】

東
海
道
絵
図
①

【
図
8-2】

東
海
道
絵
図
②
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【
図
8-3】

東
海
道
絵
図
③

【
図
8-4】

東
海
道
絵
図
④
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